
（１）原子炉循環冷却と汚染水の貯蔵概念図
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 原子炉への循環注水冷却を継続することにより
低温での安定状態を維持しています。

 原子炉への循環注水冷却を継続することにより
低温での安定状態を維持しています。
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平 成 ２ ５ 年 １ １ 月
東京電力株式会社福島第一原子力発電所の汚染水の状況と対策について資料２



（２）福島第一原子力発電所 構内配置図

２



敷地内地下水のモニタリング状況

（３）護岸エリアの汚染状況と対策の進捗

護岸エリア対策の進捗と効果

１－２号機の地下水の値は、海側に行くに従って減少しており、ウェルポイント・

地盤改良等の対策効果が表れていると考えます。

ＮＮ

＜水質測定結果(抜粋)：括弧内は採取日＞
（単位：ベクレル／リットル ＮＤは検出限界値未満）

セシウム１３７： １４(11/10)
全ベータ ： ８０(11/10)
トリチウム ：２６，０００(11/3)

Ｎｏ．０－１

セシウム１３７： ４０(11/10)
全ベータ ： ６４(11/10)
トリチウム ： ４４０(11/7)

Ｎｏ．１－９（地盤改良部分よりも海側）

セシウム１３７： ＮＤ(11/10)
全ベータ ：１，９００(11/10)
トリチウム ：１，１００(11/6)

Ｎｏ．２－６

セシウム１３７：０．８(11/10)
全ベータ ：ND(11/10)
トリチウム ：ＮＤ(11/3)

Ｎｏ．０－２

セシウム１３７： ６９（11/11)
全ベータ ：１１，０００(11/11)
トリチウム ： １，６００(11/4)

Ｎｏ．１－８

セシウム１３７： １．３(11/11)
全ベータ ：２４０，０００(11/11)
トリチウム ：１３０，０００(10/21)

ウェルポイントくみ上げ水

セシウム１３７：３．６(11/6)
全ベータ ：ＮＤ(11/6)
トリチウム ：ＮＤ(11/6)

Ｎｏ．３－４
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【参考】法令告示濃度（単位：ベクレル／リットル）

・セシウム１３７ ： ９０ ・トリチウム ：６０，０００

ウェルポイント

No.1-11

No.1-16

No.1 No.1-2

No.1-8

No.1-9
地盤改良（海側）：Ｈ２５年８月に完了

地盤改良（山側）：
着工済み、Ｈ２５年１２月末完了予定

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり。

ウェルポイント

No.1-11

No.1-16

No.1 No.1-2

No.1-8

No.1-9
地盤改良（海側）：Ｈ２５年８月に完了

地盤改良（山側）：
着工済み、Ｈ２５年１２月末完了予定

※施工範囲は現場状況により変更の可能性あり。

１－２号機間の地盤改良（水ガラス注入）等の進捗状況
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福島第一原子力発電所における降水量

小名浜潮位

地下水位（地下水観測孔No.1-8）

地下水位（地下水観測孔No.1-9)

地下水位（地下水観測孔No.1-11）

▽地盤改良（水ガラス）頂部

○ウェルポイントにおける地下水のくみ上げにより、地盤改良箇所より山側
の地下水位は、地盤改良（水ガラス）の頂部よりも低い値で推移しています。
※台風１８号・２６号到来時も地下水位は地盤改良頂部を下回っています

地下水位と潮位の推移

護岸エリア対策の進捗状況

※２－３号機間については、海側・山側の地盤改良（水ガラス注入）に着手済み。（海側：１１月上旬・山側：１２月上旬完了予定）

※３－４号機間については、海側の地盤改良（水ガラス注入）に着手済み。（海側：１１月中旬・山側：１２月末完了予定）

ウェルポイント（くみ上げ井戸）の敷設状況

３

護岸付近の地下水観測孔や発電所港湾内の水の分析結果から、汚染水が海に流出していることが分かりました。
汚染水の現状を踏まえ「抜本対策」と「緊急対策」をあわせて実施します。
また、引き続きモニタリングを行い影響を確認し、公表いたします。



セシウム１３７： 検出限界値(0.60)未満(10/28)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(10/28)
トリチウム ： 検出限界値(1.8)未満(10/28)

○港湾内・港湾外近傍における海域モニタリング地点（強化地点）

○分析項目および測定頻度

・トリチウム、セシウム、全ベータ：１回／週

・ストロンチウム：１回／月

海洋への影響をモニタリング

港湾内の放射能濃度の分布をモニタリング

港湾内への影響をモニタリング（地点抜粋）

※（ ）内日付は採取日

港湾内（シルトフェンス外側）・港湾境界付近・周辺海域の海水中濃度はほぼ検出限界値未満で影響は限定的です。
また、前回ご報告時と比べ、有意な変動は見られません。

 

港湾口東側地点

北防波堤北側地点
南防波堤南側地点

セシウム１３７： １．８(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(11/11)
トリチウム ： １０(11/5)

セシウム１３７： ７．１(11/11)
全ベータ ： ２９(11/11)
トリチウム ： ７．７(11/4)

セシウム１３７ ： 検出限界値(2.１)未満(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(18)未満(11/11)
トリチウム ： １６(11/4)

セシウム１３７： １５(11/11)
全ベータ ： ７２(11/11)
トリチウム ： ２１０(11/4)

セシウム１３７： ４９(11/10)
全ベータ ： ８５０(11/10)
トリチウム ： ４，８００(11/7)

セシウム１３７： ３３(11/10)
全ベータ ： ２３０(11/10)
トリチウム ： ２，７００(11/7)

１～４号機取水口内北側（東波除堤北側）

１～４号機取水口内北側

１・２号機取水口間（表層）

セシウム１３７： １．８(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(11/11)
トリチウム ： ２．３(11/5)

港湾内東側

港湾内西側

物揚場前

６号機取水口前

セシウム１３７： 検出限界値(0.69)未満(10/28)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(10/28)
トリチウム ： 検出限界値(1.8)未満(10/28)

セシウム１３７： 検出限界値(0.70）未満(10/28)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(10/28)
トリチウム ： 検出限界値（1.8）未満(10/28)

※単位：ベクレル／リットル

○港湾内・港湾境界付近における海域モニタリング地点

○発電所周辺海域モニタリング地点

セシウム１３７： ０．２６(9/17)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(9/17)
トリチウム ： 検出限界値(0.34)未満(9/17)

セシウム１３７： ０．００９９(10/4)
全ベータ ： 検出限界値(17)未満(10/4)
トリチウム ： 検出限界値(0.34)未満(10/4)

セシウム１３７： ０．０２９(9/18)
全ベータ ： 検出限界値(17)未満(10/4)
トリチウム ： 検出限界値(0.34)未満(10/4)

セシウム１３７： ０．０１３(10/4)
全ベータ ： 検出限界値(17)未満(10/4)
トリチウム ： ０．３８(10/4)

セシウム１３７： ０．０１６(10/5)
全ベータ ： 検出限界値(17)未満(10/5)
トリチウム ： 検出限界値(0.34)未満(10/5)

セシウム１３７： ０．２４(9/17)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(9/17)
トリチウム ： 検出限界値(0.34)未満(9/17)

請戸港南側 「T-6」

請戸川沖合３ｋｍ（上層） 「T-D1」

１Ｆ敷地沖合３ｋｍ（上層） 「T-D5」

１Ｆ敷地沖合１５ｋｍ（上層） 「T-5」

２Ｆ敷地沖合３ｋｍ（上層） 「T-D9」２Ｆ北放水口付近 「T-３」

（４）海域モニタリングの状況

セシウム１３７： １．９(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(11/11)
トリチウム ： ２．８(11/5)

港湾内南側

セシウム１３７： ２．０(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(11/11)
トリチウム ： ８．８(11/5)

港湾内北側

セシウム１３７： 検出限界値(1.2)未満(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(17)未満(11/11)
トリチウム ： 検出限界値(1.6)未満(11/4)

５，６号機放水口付近

セシウム１３７： 検出限界値(1.3)未満(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(15)未満(11/11)
トリチウム ： ４．７(11/5)

港湾口

セシウム１３７： 検出限界値(1.3)未満(11/11)
全ベータ ： 検出限界値(17)未満(11/11)
トリチウム ： 検出限界値(1.6)未満(11/4)

南放水口付近

４



 建屋の山側に遮水壁を設置し，建
屋内への地下水流入による汚染
水増加を抑制
（今年度末迄にフィージビリティ・スタディを
実施。２０１５年度上期の運用開始を目指
す）［経済産業省補助事業］

 建屋の山側に遮水壁を設置し，建
屋内への地下水流入による汚染
水増加を抑制
（今年度末迄にフィージビリティ・スタディを
実施。２０１５年度上期の運用開始を目指
す）［経済産業省補助事業］

（５）汚染水対策／抜本対策・緊急対策

緊急対策①
トレンチ汚染水除去

緊急対策③
地盤改良・地下水くみ上げ・地表舗装

緊急対策② 地下水バイパス

抜本対策① 海側遮水壁

抜本対策② 陸側遮水壁

抜本対策③ サブドレン

(c) (c) GeoEyeGeoEye//日本スペースイメージング日本スペースイメージング

緊急対策①
トレンチ汚染水除去

緊急対策③
地盤改良・地下水くみ上げ・地表舗装

緊急対策② 地下水バイパス

抜本対策① 海側遮水壁

抜本対策② 陸側遮水壁

抜本対策③ サブドレン

(c) (c) GeoEyeGeoEye//日本スペースイメージング日本スペースイメージング

抜本対策

緊急対策

・汚染源除去・・・・・・・・①トレンチ内高濃度汚染水の除去【取り除く】
・汚染水増加の抑制・・②建屋山側の地下水くみ上げ（地下水バイパス）【近づけない】
・港湾への流出防止・・③汚染エリアの地盤改良・地下水くみ上げ・地表舗装【漏らさない】【近づけない】

・海洋流出の阻止・・・・・・・・・・・・・・・・・・①海側遮水壁の設置【漏らさない】
・汚染水増加抑制・港湾流出の防止・・・②陸側遮水壁（凍土方式）の設置【近づけない】【漏らさない】
・原子炉建屋等への地下水流入抑制・・③サブドレンからの地下水くみ上げ【近づけない】

海洋流出の防止・・・海側遮水壁の建設抜本対策①

汚染水増加抑制・港湾流出の防止・・・陸側遮水壁（凍土方式）の設置抜本対策②

原子炉建屋等への地下水流入抑制・・・サブドレンからの地下水くみ上げ抜本対策③

遮水壁遮水壁  建屋の海側に遮水壁を設置し，
護岸からの地下水流出を抑制

 現在２号機取水路付近まで設
置完了

 来年9月完成目途

 建屋の海側に遮水壁を設置し，
護岸からの地下水流出を抑制

 現在２号機取水路付近まで設
置完了

 来年9月完成目途

緊急対策① 汚染源除去・・・トレンチ内高濃度汚染水の除去

緊急対策② 汚染水増加の抑制・・・建屋山側の地下水くみ上げ（地下水バイパス）

２号機タービン建屋

立
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立
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立
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Ｃ

1/300

１号機タービン建屋３号機タービン建屋

立
坑
Ｄ

：トレンチ
（配管等を収納したトンネル）

○：タービン建屋との取り合い部

タービン建屋東側（海側）地下構造物立体図

冷却用海水取込口

H23.4.2
漏えい確認箇所

２号機タービン建屋

立
坑
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立
坑
Ｂ

立
坑
Ｃ

1/300

１号機タービン建屋３号機タービン建屋

立
坑
Ｄ

：トレンチ
（配管等を収納したトンネル）

○：タービン建屋との取り合い部

タービン建屋東側（海側）地下構造物立体図

冷却用海水取込口

H23.4.2
漏えい確認箇所

緊急対策③ 港湾への流出防止・・・汚染エリアの地盤改良・地下水くみ上げ・地表舗装

 事故直後，汚染水がトレンチ等を通
じて取水口から海に流出

 流出箇所は止水したが汚染水は
地下構造物中に残留

 残留汚染水を抜き取り閉塞させる

 事故直後，汚染水がトレンチ等を通
じて取水口から海に流出

 流出箇所は止水したが汚染水は
地下構造物中に残留

 残留汚染水を抜き取り閉塞させる

 山側から流れてきた地下水
を，建屋の上流で揚水・バイ
パスすることで建屋内への
地下水流入量を減らす

 山側から流れてきた地下水
を，建屋の上流で揚水・バイ
パスすることで建屋内への
地下水流入量を減らす

 地盤改良を実施し汚染している地下水の流出を抑制
（地盤改良は1/2号機間：7月8日～，2/3号機間：8月29日～3/4号機間：8月23日～開始し，継続実施中）

 地盤改良し，ポンプで地下水を汲み上げ
 上部をフェーシングし、雨水等の流入を抑制

 地盤改良を実施し汚染している地下水の流出を抑制
（地盤改良は1/2号機間：7月8日～，2/3号機間：8月29日～3/4号機間：8月23日～開始し，継続実施中）

 地盤改良し，ポンプで地下水を汲み上げ
 上部をフェーシングし、雨水等の流入を抑制

５



©GeoEye日本スペースイメージング

Ｈ４エリア（北）

Ｈ３エリア

Ｂ排水路

Ｃ排水路

Ｎｏ，１ Ｎｏ，４

Ｎｏ，５
Ｎｏ，７

Ｎｏ，１０
Ｎｏ，１２

Ｅ－２

Ｅ－１

Ｂエリア（南）

海側遮水壁

凍土壁

Ｎ

護岸対策（水ガラス等）

１～４号機

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査
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深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

Ｈ４タンクエリアにあるボルト締め型タンク（No.5タンク）から高濃度の汚染水が３００トン漏えいしていることを確認しました（８月１９日）。
そのため、汚染水の拡散状況を広域的に把握するためモニタリングの強化を進めています。モニタリングの結果は当社ホームページ等で速や
かにお知らせしてまいります。

※単位：ベクレル／リットル

（３）南放水口・排水路

（３）南放水口・排水路の値（抜粋）

南放水口付近海水
セシウム１３７：検出限界値(1.2)未満(11/11)
全ベータ ：検出限界値(20)未満(11/11)

Ｃ排水路３５ｍ盤出口
セシウム１３７：検出限界値(28)未満(11/11)
全ベータ ：３１(11/11)

Ｂ－Ｃ排水路合流地点
セシウム１３７：検出限界値(26)未満(11/11)
全ベータ ：３０(11/11)

Ｂ・Ｃ排水路の８箇所の地点にてモニタリングを実施
しています。排水路の常時監視についても 準備を進
めております。（１１月末にモニタ設置予定）

※単位：ベクレル／リットル （ ）内日付は採取日

（１）Ｈ４タンクエリア
周辺

Ｅ－１地点（漏えい箇所の北側）で高濃度のトリチウムが検出されています。

Ｈ４タンクエリア周辺拡大図

＜Ｅ－２地点＞
全ベータ ： １８（11/10）
トリチウム： ４６０(11/10)

※単位：ベクレル／リットル

（ ）内日付は採取日

モニタ設置予
定箇所

（２）地下水バイパス

揚水井

（１）Ｈ４タンクエリア周辺地下水の値

＜Ｅ－３地点＞
全ベータ ： ４７(11/10)
トリチウム： ４９０(11/10)

タンクからの汚染水漏えい等の状況

【Ｂエリア（南）】
・台風１８号近接に伴う降雨により、堰内にたまった水が溢水(9/15)
・Ａ５タンクの天板と側板の間から漏えいが発生。堰外に約４３０リットル（暫定）の
水が流出(10/2)と推定。Ｃ排水路に流れ、海へ流出している可能性が否定できない。

Ｂ排水路内採取地点（Ｂ２）
セシウム１３７：検出限界値(27)未満(10/31)
全ベータ ：９，０００(10/31)

【参考】タンクエリア堰内たまり水の暫定排水基準
（１０月１５日公表）
以下の（１）～（５）を満たすこと
（１）セシウム１３４ ：１５ベクレル／リットル未満
（２）セシウム１３７ ：２５ベクレル／リットル未満
（３）その他γ核種が検出されていないこと（天然核種を除く）
（４）ストロンチウム９０ ：１０ベクレル／リットル未満（簡易計測）
（５）タンク内の水質等を参考に、ほかの核種も含めて濃度基準を
満たすこと

※なお、タンク内のトリチウム濃度は全ベータ濃度よりも２桁程度
低い値です。

Ｂ排水路における土のうによるせき止めと水の回収

Ｂ３地点

（６）タンクエリア周辺の調査状況

＜Ｅ－１地点＞
全ベータ ：７１０，０００(11/10)
トリチウム：２７０，０００(11/10)

＜Ｅ－６地点＞
全ベータ ： ND(11/6)
トリチウム： ND(11/6）

＜Ｅ－７地点＞
全ベータ ： ND(11/6)
トリチウム： ６３０(11/6)

＜Ｅ－４地点＞
全ベータ ： ND(11/10)
トリチウム：１，１００(11/10)

＜Ｅ－５地点＞
全ベータ ： ND(11/10）
トリチウム： ３，１００(11/10)

＜Ｅ－８地点＞
全ベータ ： ND(11/6)
リチウム ： １，９００(11/6)

（２）地下水バイパス揚水井の値

６
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底板底板
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水膨張性シーリング材

シーリング材

コンクリート基礎部 コンクリート基礎部
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底板下部の吸引

泡

開口部から泡が
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90°
270°

0°

泡の吸い込みを確認

泡の吸い込み部

側板
溶接部

底板
溶接部

※：コーキング・モルタルを撤去し、
防水テープによるシールへ変更

（７）Ｈ４エリア№.5タンクの調査状況並びにタンクからの漏えいに対するリスク低減対策（抜粋）

①タンクパトロールの強化 ②溶接型タンクへのリプレイス ③堰排水弁を閉じる運用に変更

 パトロールの頻度を１日２回から４回に増加
 要員は９月２１日から日中・夜間ともに毎回３０
人（のべ１２０人・回／日）に増強

 「目視点検」「線量測定」を組み合わせた包括的
な確認を実施

 平成２５年１１月末目途で水位計を設置し、遠
隔・集中監視を開始

リプレイス

ボルト締め型タンク
（フランジ型タンク） 溶接型タンク

 タンク増設のため、複数エリアの同時設置や複数
社の同時施工等を検討

 貯水中の汚染水の移動先となる溶接型タンクの増
設も加速

→溶接型タンクへのリプレイスを加速

【参考】今後の対策の方向性

第１回汚染水対策現地調整会議
（平成２５年９月９日（月）開催）

決定内容

①汚染水の流出を防止するため、タンク周辺の堰のかさ上げを実施します。

②タンクからの汚染水漏えいによる海への流出リスクを低減するため、側溝（排水溝）の暗きょ化を実施します。

（外部からの汚染水の流入の防止措置）

③水処理循環ラインにおけるタンク周辺の漏えい対策を強化いたします。（堰の設置と基礎部のコンクリート化）

 汚染水タンクまわりの堰排水弁（ドレン弁）を閉
じる運用に変更

 降雨等により堰内に水がたまった場合は測定し、
放射線量が高い場合はタンクに戻す

ドレン弁
汚染水タンクまわりの堰

★Ｈ４エリア№.5タンクの調査状況

★タンクからの漏えいに対するリスク低減対策

※１ 底板バキューム試験結果
 底板フランジ部等に泡を塗布し、

底板下部を吸引したところ、底

板フランジ部の隣り合うボルト

２カ所から泡の吸い込みを確認

※１

 漏えいの可能性が確認されたボ

ルト部について最大約0.23mm

の隙間を確認※２

 ボルト取り外し後、ボルト穴下

部に開口部を確認※２

 漏えいパス部はパッキンの飛び

出し、フランジ面の発錆も確認

 その他については、漏えいパス

となるような部位は確認されず

マンホールマンホール

泡の吸い込みを
確認したボルト

Ａ方向からの外観、バキューム試験状況

泡の吸い込み有り

泡の吸い込み有り

B方向からの外観、バキューム試験状況

底板底板

コンクリート基礎部

フランジ

底板底板

コンクリート基礎部

フランジ

長さ
幅

マンホール側

A

ナット側 ボルト側

B

ワッシャーとボルト間

フランジとワッシャー間フランジとワッシャー間

フランジとワッシャー間

幅：約3ｍｍ 長さ：約22ｍｍ

幅：約2～3ｍｍ 長さ：約11ｍｍ
フランジとワッシャー間、
ワッシャーとボルト間に
最大約０．２３ｍｍの隙間

※２ 漏えい箇所の詳細調査

７


